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(57)【要約】
【課題】空間的に平衡化された出力サラウンドサウンド
信号を生成するために、入力サラウンドサウンド信号を
修正する方法と、そのためのシステムとを提供すること
。
【解決手段】発明は、空間的に平衡化された出力サラウ
ンドサウンド信号を生成するために、入力サラウンドサ
ウンド信号を修正する方法に関する。空間的に平衡化さ
れた出力サラウンドサウンド信号は、サラウンドサウン
ド信号の異なる音圧に対して空間的に一定であるとユー
ザーによって知覚される。入力サラウンドサウンド信号
は、フロントラウドスピーカー（２００－１～２００－
３）によって出力されるフロントオーディオ信号チャネ
ル（１０．１～１０．３）と、リアラウドスピーカーに
よって出力されるリアオーディオ信号チャネル（１０．
４、１０．５）とを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空間的に平衡化された出力サラウンドサウンド信号を生成するために、入力サラウンド
サウンド信号を修正する方法であって、該空間的に平衡化された出力サラウンドサウンド
信号は、該サラウンドサウンド信号の異なる音圧に対して空間的に一定であるとユーザー
によって知覚され、該入力サラウンドサウンド信号は、フロントラウドスピーカー（２０
０－１～２００－３）によって出力されるフロントオーディオ信号チャネル（１０．１～
１０．３）と、リアラウドスピーカー（２００－４～２００－５）によって出力されるリ
アオーディオ信号チャネル（１０．４、１０．５）とを含み、
　該方法は、
　第一のオーディオ信号出力チャネル（１４）を該フロント信号オーディオチャネルの結
合に基づいて生成する工程と、
　第二のオーディオ信号出力チャネル（１５）を該リア信号オーディオチャネルの結合に
基づいて生成する工程と、
　人の聴力の心理音響モデルに基づいて、結合されたサウンド信号に対する音量および定
位を決定する工程であって、該結合されたサウンド信号は、該第一のオーディオ信号出力
チャネル（１４）および該第二のオーディオ信号出力チャネル（１５）を含み、該音量お
よび該定位は、該フロントと該リアラウドスピーカー（２００）との間に配置された仮想
ユーザー（３０）に対して決定され、該フロントと該リアラウドスピーカー（２００）は
、該フロントラウドスピーカー（２００－１～２００－３）からの該第一のオーディオ信
号チャネル（１４）と、該リアラウドスピーカー（２００－４、２００－５）からの該第
二のオーディオ信号チャネル（１５）とを該仮想ユーザーの規定された頭の位置で受信し
、該規定された頭の位置において、該仮想ユーザーの片耳は、該フロントまたはリアラウ
ドスピーカーのうちの１つの方へ方向付けられ、他方の耳は、該フロントまたはリアラウ
ドスピーカーの他方の方へ方向付けられる、工程と、
　該入力サラウンドサウンド信号（１０．１～１０．５）の信号チャネルを該決定された
音量および定位に基づいて、第一および第二のオーディオ信号出力チャネルが該規定され
た頭の位置を有する該仮想ユーザーに出力された場合、該オーディオ信号が空間的に一定
であると該仮想ユーザーによって知覚されるような態様で適合する工程と
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記音量および前記定位は、前記フロントラウドスピーカーに対面している前記仮想ユ
ーザー（３０）がその頭を約９０度振り向け、その結果、該仮想ユーザーの片耳が前記第
一のオーディオ信号出力チャネル（１４）を前記フロントラウドスピーカー（２００－１
～２００－３）から受け取り、他方の耳は、前記第二のオーディオ信号出力チャネル（１
５）を前記リアラウドスピーカー（２００－４、２００－５）から受け取る状況をシミュ
レーションすることと、該受け取られたオーディオ信号の側方定位を該両耳に対して該受
け取られたサウンド信号の受け取りにおける差異を考慮に入れて決定することとによって
決定され、該フロントおよび／またはリアオーディオ信号チャネルは、該側方定位が前記
入力サラウンドサウンド信号の異なる音圧に対して実質的に一定なままであるような態様
で適合されている、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第一および前記第二のオーディオ信号チャネル（１４、１５）が生成される前に両
耳室内インパルス応答を前記フロントおよびリアオーディオ信号出力チャネル（１０．１
～１０．５）の各々に対して適用する工程であって、該フロントおよびリアオーディオ信
号チャネル（１０．１～１０．５）の各々に対する該両耳室内インパルス応答は、前記仮
想ユーザー（３０）に対して決定され、該仮想ユーザー（３０）は、前記規定された頭の
位置を有し、オーディオ信号を対応するラウドスピーカーから受け取る、工程をさらに含
む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記音量および前記定位は、前記サラウンドサウンド信号の異なる周波数帯に対して決
定され、平均音量および平均定位は、該異なる周波数帯の音量および定位に基づいて決定
され、該サラウンドサウンド信号の前記フロントおよび前記リアオーディオ信号チャネル
は、該決定された平均音量および平均定位に基づいて適合されている、請求項１～３のう
ちのいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　第一の両耳室内インパルス応答は、前記規定された頭の位置に対して決定され、該規定
された頭の位置において、前記仮想ユーザーの片耳は、前記フロントまたはリアラウドス
ピーカーのうちの１つの方に方向付けられ、他方の耳は、該フロントまたはリアラウドス
ピーカーの他方の方に方向付けられ、第二の両耳室内インパルス応答は、さらなる頭の位
置に対して決定され、該さらなる頭の位置において、該仮想ユーザーの頭は、該規定され
た頭の位置に比較して１８０°振り向けられ、平均両耳室内インパルス応答は、該第一お
よび第二の両耳室内インパルス応答に基づいて決定され、前記フロントおよびリアオーデ
ィオ信号チャネルに適用される、請求項３または４に記載の方法。
【請求項６】
　両耳インパルス応答は、前記サラウンドサウンド信号（１０．１～１０．５）の各信号
チャネルおよび前記対応するラウドスピーカーに対して決定され、前記第一のオーディオ
信号出力チャネル（１４）は、前記対応する両耳室内インパルス応答が各フロントオーデ
ィオ信号チャネルに適用された後に該フロントオーディオ信号チャネルを結合することに
よって生成され、前記第二のオーディオ信号出力チャネル（１５）は、該対応する両耳室
内インパルス応答が各リアオーディオ信号チャネルに適用された後に該リアオーディオ信
号チャネルを結合することによって生成される、請求項３～５のうちのいずれかに記載の
方法。
【請求項７】
　前記フロント信号オーディオチャネルの利得および／または前記リア信号オーディオチ
ャネルの利得は、前記結合されたサウンド信号の側方定位が実質的に一定であるような態
様で調節される、請求項１～６のうちのいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　空間的に平衡化された出力サラウンドサウンド信号を生成するために、入力サラウンド
サウンド信号を修正するシステムであって、該空間的に平衡化された出力サラウンドサウ
ンド信号は、該サラウンドサウンド信号の異なる音圧に対して空間的に一定であるとユー
ザーによって知覚され、該入力サラウンドサウンド信号は、フロントラウドスピーカー（
２００－１～２００－３）によって出力されるフロントオーディオ信号チャネル（１０．
１～１０．３）と、リアラウドスピーカーによって出力されるリア信号オーディオチャネ
ルとを含み、
　該システムは、
　オーディオ信号コンバイナ（１３０）であって、該オーディオ信号コンバイナ（１３０
）は、第一のオーディオ信号出力チャネル（１４）を該フロントオーディオ信号チャネル
の結合に基づいて生成するように構成されており、第二のオーディオ信号出力チャネル（
１５）を該リア信号オーディオチャネルの結合に基づいて生成するように構成されている
、オーディオ信号コンバイナ（１３０）と、
　オーディオ信号処理ユニット（１４０）であって、該オーディオ信号処理ユニット（１
４０）は、人の聴力の心理音響モデルに基づいて、結合されたサウンド信号に対する音量
および定位を決定するように構成されており、該結合されたサウンド信号は、該第一のオ
ーディオ信号出力チャネル（１４）および該第二のオーディオ信号出力チャネル（１５）
を含み、該オーディオ信号処理ユニット（１４０）は、該音量および定位を該フロントと
該リアラウドスピーカーとの間に配置された仮想ユーザー（３０）を用いて決定し、該フ
ロントと該リアラウドスピーカーは、該フロントラウドスピーカーからの該第一のオーデ
ィオ信号出力チャネルと、該リアラウドスピーカーからの該第二のオーディオ信号チャネ
ルとを受け取り、該仮想ユーザーは、規定された頭の位置を有し、該規定された頭の位置
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において、該仮想ユーザーの片耳は、該フロントまたはリアラウドスピーカーのうちの１
つの方に方向付けられ、他方の耳は、該フロントまたはリアラウドスピーカーの他方の方
に方向付けられる、オーディオ信号処理ユニット（１４０）と、
　利得適合ユニット（１１０、１２０）であって、該利得適合ユニット（１１０、１２０
）は、該入力サラウンドサウンドの該フロントおよびリアオーディオ信号チャネルの利得
を該決定された音量および定位に基づいて、該第一および第二のオーディオ信号チャネル
（１４、１５）が該規定された頭の位置を有する該仮想ユーザーに出力された場合、該オ
ーディオ信号は、空間的に一定であると該仮想ユーザーによって知覚されるような態様で
適合する、利得適合ユニット（１１０、１２０）と
　を含む、システム。
【請求項９】
　前記オーディオ信号処理ユニット（１４０）は、前記音量および前記定位を、前記フロ
ントラウドスピーカー（２００－１～２００－３）に対面している前記仮想ユーザーがそ
の頭を約９０度振り向け、その結果、該仮想ユーザーの片耳は、前記第一のオーディオ信
号出力チャネルを該フロントラウドスピーカーから受け取り、他方の耳は、前記第二のオ
ーディオ信号出力チャネルを前記リアラウドスピーカーから受け取る状況をシミュレーシ
ョンすることと、該受け取られたオーディオ信号の側方定位を、該両耳に対して該受け取
られたサウンド信号の受け取りにおける差異を考慮に入れて決定することとによって決定
するように構成されており、前記利得適合ユニットは、該フロントおよび／リアオーディ
オ信号チャネルを、該側方定位が前記入力サラウンドサウンド信号の異なる音圧に対して
実質的に一定なままであるような態様で適合する、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記オーディオ信号コンバイナ（１３０）は、両耳室内インパルス応答を前記フロント
およびリアオーディオ信号チャネルの各々に、前記第一および前記第二のオーディオ信号
出力チャネルを生成する前に適用するように構成されており、該フロントおよびリア信号
チャネルの各々に対する該両耳室内インパルス応答は、前記仮想ユーザーに対して決定さ
れ、該仮想ユーザーは、前記規定された頭の位置を有し、オーディオ信号を対応するラウ
ドスピーカーから受け取る、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記オーディオ信号コンバイナ（１３０）は、各ラウドスピーカーに対して決定された
両耳室内インパルス応答を用い、前記対応する両耳室内インパルス応答を各フロントオー
ディオ信号チャネルに適用した後に該フロントオーディオ信号チャネルを前記第一のオー
ディオ信号出力チャネル（１４）に結合するように構成されており、前記リアオーディオ
信号チャネルを結合するように構成されていることによって、該対応する両耳室内インパ
ルス応答を各リアオーディオ信号チャネルに適用した後に前記第二のオーディオ信号出力
チャネル（１５）を生成する、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記オーディオ信号処理ユニット（１４０）は、前記サラウンドサウンド信号を複数の
周波数帯に分割することと、前記音量および定位を該異なる周波数帯に対して決定するこ
ととを行うように構成されており、該オーディオ信号処理ユニットは、平均音量および平
均定位を該異なる周波数帯の音量および定位に基づいて決定し、前記利得適合ユニットは
、前記フロントおよびリアオーディオ信号チャネルを該決定された平均音量および平均定
位に基づいて適合する、請求項８～１１のうちのいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記オーディオ信号コンバイナ（１３０）は、第一および第二の両耳インパルス応答に
基づいて決定された平均両耳インパルス応答を用い、該第一の両耳インパルス応答は、前
記規定された頭の位置に対して決定され、該規定された頭の位置において、前記仮想ユー
ザーの片耳は、前記フロントまたはリアラウドスピーカーのうちの１つの方に方向付けら
れ、他方の耳は、該フロントまたはリアラウドスピーカーの他方の方に方向付けられ、該
第二の両耳インパルス応答は、さらなる頭の位置に対して決定され、該さらなる頭の位置
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において、該仮想ユーザーの頭は、該規定された頭の位置に比較して１８０°振り向けら
れ、前記オーディオ信号処理ユニットは、前記第一のオーディオ信号チャネルが結合され
、前記第一のオーディオ信号を形成し、前記リアオーディオ信号チャネルが結合され、前
記第二のオーディオ信号を形成する前に、前記オーディオ信号チャネルの各々に対して、
前記対応する平均両耳インパルス応答を前記対応するオーディオ信号チャネルに適用する
、請求項８～１２のうちのいずれか一項に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（技術分野）
　発明は、空間的に平衡化された出力サラウンドサウンド信号を生成するために、入力サ
ラウンドサウンド信号を修正する方法と、そのためのシステムとに関する。発明は、方法
と、方法を実施する装置または方法を実装するコンピュータプログラムとにおいて実施さ
れ得る。
【背景技術】
【０００２】
　（関連技術）
　人の音量の知覚は、近年研究されてきており、より理解されてきている現象である。人
の音量の知覚の１つの現象は、聴覚システムの非線形な周波数変化反応である。
【０００３】
　さらに、サラウンドサウンド源は、公知であり、サラウンドサウンド源において、サラ
ウンドサウンドシステムの異なるラウドスピーカーに対して専用オーディオ信号チャネル
が生成される。人の聴覚システムの非線形で、周波数変化反応に起因して、第一の音圧を
有するサラウンドサウンド信号は、空間的に釣合っていると知覚され得、ユーザーは、全
ての異なる方向から同じ信号レベルを受け取っているという印象を有することを意味する
。同じサラウンドサウンド信号が、より低い音圧レベルで出力された場合、信号は、傾聴
している人によって、サラウンドサウンド信号の知覚された空間的釣合いにおける変化と
してしばしば検知される。例として、より低い信号レベルにおいて、サイドまたはリアサ
ラウンドサウンドチャネルは、より高い信号レベルの状況と比較して、音量が小さいと知
覚される。結果として、ユーザーは、空間的釣合いが失われ、サウンドがフロントラウド
スピーカーに「動く」といった印象を有する。
【０００４】
　特許文献１および特許文献２は、オーディオ信号レベルへの空間的知覚の依存を避ける
べき解決策を説明している。しかし、提供された解決策は満足いくものではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第２００７／１２３６０８号
【特許文献２】国際公開第２００８／０８５３３０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　（概要）
　そのため、サウンド信号レベルへの知覚された空間性の依存を減少させることを可能に
する必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この必要性は、独立請求項の特徴によって満たされる。従属請求項において、発明の好
ましい実施形態が説明される。
【０００８】



(6) JP 2012-205302 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

　第一の局面に従って、空間的に平衡化された出力サラウンドサウンド信号を生成するた
めに、入力サラウンドサウンド信号を修正する方法が提供される。空間的に平衡化された
出力サラウンドサウンド信号は、サラウンドサウンド信号の異なる音圧に対して、空間的
に一定であるとユーザーによって知覚される。入力サラウンドサウンド信号は、フロント
ラウドスピーカーによって出力されるフロントオーディオ信号チャネルと、リアラウドス
ピーカーによって出力されるリアオーディオ信号チャネルとを含む。発明に従って、第一
のオーディオ信号出力チャネルがフロントオーディオ信号チャネルの結合に基づいて生成
される。第二のオーディオ信号出力チャネルは、リア出力信号チャネルの結合に基づいて
生成される。加えて、第一のオーディオ信号出力チャネルおよび第二のオーディオ信号出
力チャネルを含む結合されたサウンド信号に対する音量および定位は、人の聴力の心理音
響モデルに基づいて決定される。音量および定位は、フロントとリアラウドスピーカーと
の間に配置された仮想ユーザーに対して決定される。仮想ユーザーは、フロントラウドス
ピーカーからの第一のオーディオ信号出力チャネルと、リアラウドスピーカーからの第二
のオーディオ信号出力チャネルとを受け取る。仮想ユーザーは、規定された頭の位置を有
する。規定された頭の位置において、仮想ユーザーの片耳は、フロントまたはリアラウド
スピーカーのうちの１つの方に方向付けられ、他方の耳は、フロントまたはリアラウドス
ピーカーの他方の方に方向付けられる。さらに、フロントおよびリアオーディオ信号チャ
ネルは、決定された音量および定位に基づいて、第一および第二のオーディオ信号出力チ
ャネルが規定された頭の位置を有する仮想ユーザーに出力された場合、仮想ユーザーによ
って知覚されたオーディオ信号は、空間的に一定であるような態様で適合される。フロン
トおよびリアオーディオ信号は、結合されたサウンド信号によって生成された、受け取ら
れたサウンドの場所は全体の音圧レベルから独立した同じ場所において知覚されるという
印象を仮想ユーザーが有するような態様で適合される。人の聴力の心理音響モデルは、音
量の計算のための基礎として用いられ、結合されたサウンド信号の定位をシミュレーショ
ンするために用いられる。人の聴力の心理音響モデルに基づいた音量および定位の計算に
対するさらなる詳細のために、Ｗｏｌｆｇａｎｇ　ＨｅｓｓらによるＡｕｄｉｏ　Ｅｎｇ
ｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ　Ｐａｐｅｒ　５８６４，１
１５ｔｈ　Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｏｃｔｏｂｅｒ　２００３，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ
の「Ａｃｏｕｓｔｉｃａｌ　Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｏｏｍｓ
　ｂｙ　Ｍｅａｎｓ　ｏｆ　Ｂｉｎａｕｒａｌ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ　Ｐａｔｔｅｒｎｓ」
に参照がなされる。信号ソースの定位のために、Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ａｃｏｕｓｔｉ
ｃ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ，　Ｄｅｃｅｍｂｅｒ　１９８６，ｐａｇｅ
ｓ　１６０８～１６２２，Ｖｏｌｕｍｅ　８０（６）のＷ．Ｌｉｎｄｅｍａｎｎ「Ｅｘｔ
ｅｎｓｉｏｎ　ｏｆ　ａ　Ｂｉｎａｕｒａｌ　Ｃｒｏｓｓ－Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　Ｍ
ｏｄｅｌ　ｂｙ　Ｃｏｎｔｒａ－ｌａｔｅｒａｌ　Ｉｎｈｉｂｉｔｉｏｎ，　Ｉ．　Ｓｉ
ｍｕｌａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｌａｔｅｒａｌｉｚａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ｓｔａｔｉｏｎａｒ
ｙ　ｓｉｇｎａｌｓ」にさらに参照がなされる。サウンドの定位の知覚は、主にサウンド
の側方定位に依存する。つまり、ユーザーによって知覚されるサウンドの側方の置き換え
である。規定された頭の位置を有する仮想ユーザーは、ユーザーが片耳を用いて、結合さ
れたフロント信号オーディオチャネルと、他方の耳を用いて、結合されたリア信号オーデ
ィオチャネルとを受け取ることを可能にする。仮想ユーザーによって知覚されたサウンド
が中心に配置された場合、良好な空間的釣合いが達成される。ユーザーによって知覚され
たサウンドがリアとフロントラウドスピーカーとの間の中心に配置されなかった場合、サ
ウンド信号レベルが変わると、フロントおよび／またはリアラウドスピーカーのオーディ
オ信号チャネルは、知覚されたオーディオ信号がフロントとリアラウドスピーカーとの間
の中心にいる仮想ユーザーによって再び配置されるように適合され得る。
【０００９】
　仮想ユーザーを配置させる１つの可能性は、フロントラウドスピーカーに対面しており
、頭を約９０°振り向け、その結果、仮想ユーザーの片耳は、第一のオーディオ信号出力
チャネルをフロントラウドスピーカーから受け取り、他方の耳は、第二のオーディオ信号
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出力チャネルをリアラウドスピーカーから受け取るユーザーを配置することである。次い
で、両耳に対して受け取られたサウンド信号の受け取りにおける差異を考慮に入れて、受
け取られたオーディオ信号の側方定位が決定される。次いで、フロントおよび／リアオー
ディオ信号サラウンドサウンドチャネルは、側方定位が実質的に一定なままであり、入力
サラウンドサウンド信号の異なる音圧に対して中心であり続けるような態様で適合される
。
【００１０】
　さらに、第一および第二のオーディオ出力チャネルが生成される前に、両耳室内インパ
ルス応答（ＢＲＩＲ）をフロントおよびリアオーディオ信号チャネルの各々に適用するこ
とが可能である。フロントおよびリアオーディオ信号チャネルの各々に対する両耳室内イ
ンパルス応答は、仮想ユーザーに対して決定され、仮想ユーザーは、規定された頭の位置
を有し、オーディオ信号を対応するラウドスピーカーから受け取る。両耳室内インパルス
応答を考慮に入れることによって、フロントとリアラウドスピーカーとからのオーディオ
信号の間のロバスト区別がユーザーに対して可能である。両耳室内インパルス応答は、片
耳がフロントラウドスピーカーに対面し、他方の耳がリアラウドスピーカーに対面するよ
うな態様で頭を回転させる規定された頭の位置を有するユーザーをシミュレーションする
ためにさらに用いられる。
【００１１】
　さらに、両耳室内インパルス応答は、第一および第二のオーディオ信号出力チャネルが
生成される前に、フロントおよびリアオーディオ信号チャネルの各々に適用され得る。信
号処理のために用いられる両耳室内インパルス応答は、仮想ユーザーに対して決定され、
仮想ユーザーは、規定された頭の位置を有し、オーディオ信号を対応するラウドスピーカ
ーから受け取る。結果として、各ラウドスピーカーのために、１つは、規定された頭の位
置を有する仮想ユーザーの左耳、１つは右耳に対して２つのＢＲＩＲが決定される。
【００１２】
　加えて、サラウンドサウンド信号を異なる周波数帯に分割することと、音量および定位
を異なる周波数帯に対して決定することとが可能である。次いで、平均音量および平均定
位が、異なる周波数帯の音量および定位に基づいて決定される。次いで、フロントおよび
リアオーディオ信号チャネルが、決定された平均音量および平均定位に基づいて適合され
得る。しかし、音量および定位を完全なオーディオ信号のためにオーディオ信号を異なる
周波数帯に分割せずに決定することも可能である。
【００１３】
　仮想ユーザーのシミュレーションをさらに改善するために、平均両耳室内インパルス応
答が、第一および第二の両耳室内インパルス応答を用いて決定され得る。第一の両耳室内
インパルス応答は、前記規定された頭の位置に対して決定される。第二の両耳室内インパ
ルス応答は、頭を約１８０°振り向けた、反対の頭の位置に対して決定される。次いで、
２つの頭の位置に対する両耳室内インパルス応答が平均化され得ることによって、平均両
耳室内インパルス応答を各サラウンドサウンド信号チャネルに対して決定する。次いで、
決定された平均ＢＲＩＲは、フロントおよびリアオーディオ信号チャネルが第一および第
二のオーディオ信号チャネルに結合される前に、フロントおよびリアオーディオ信号チャ
ネルに適用され得る。
【００１４】
　フロントおよびリアオーディオ信号チャネルを適合するために、フロントおよび／また
はリアオーディオ信号チャネルの利得は、結合されたサウンド信号の側方定位がサラウン
ドサウンドの異なるサウンド信号レベルに対してさえも実質的に一定であるような態様で
適合され得る。
【００１５】
　発明は、空間的に平衡化された出力サラウンドサウンド信号を生成するために、入力サ
ラウンドサウンド信号を修正するシステムにさらに関する。システムは、オーディオ信号
コンバイナを含む。オーディオ信号コンバイナは、第一のオーディオ信号出力チャネルを
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フロントオーディオ信号チャネルに基づいて生成するように構成されており、第二のオー
ディオ信号出力チャネルをリアオーディオ信号チャネルに基づいて生成するように構成さ
れている。オーディオ信号処理ユニットが提供され、第一および第二のオーディオ信号チ
ャネルを含む結合されたサウンド信号に対する音量および定位を、人の聴力の心理音響モ
デルに基づいて決定するように構成されている。オーディオ信号処理ユニットは、規定さ
れた頭の位置を有する仮想ユーザーを用いて、音量および定位を決定する。利得適合ユニ
ットは、フロントまたはリアオーディオ信号チャネルの利得もしくはフロントおよびリア
オーディオ信号チャネルの利得を、仮想ユーザーによって知覚されたオーディオ信号が空
間的に一定であると受け取られると上で説明した、決定された音量および定位に基づいて
適合する。
【００１６】
　オーディオ信号処理ユニットは、上で言及した音量および定位を決定し、オーディオ信
号コンバイナは、フロント信号オーディオチャネルおよびリア信号オーディオチャネルを
結合して、上で述べた両耳室内インパルス応答を適用する。
【００１７】
　例えば、本発明は、以下の項目を提供する。
（項目１）
　空間的に平衡化された出力サラウンドサウンド信号を生成するために、入力サラウンド
サウンド信号を修正する方法であって、該空間的に平衡化された出力サラウンドサウンド
信号は、該サラウンドサウンド信号の異なる音圧に対して空間的に一定であるとユーザー
によって知覚され、該入力サラウンドサウンド信号は、フロントラウドスピーカー（２０
０－１～２００－３）によって出力されるフロントオーディオ信号チャネル（１０．１～
１０．３）と、リアラウドスピーカー（２００－４～２００－５）によって出力されるリ
アオーディオ信号チャネル（１０．４、１０．５）とを含み、
　該方法は、
　第一のオーディオ信号出力チャネル（１４）を該フロント信号オーディオチャネルの結
合に基づいて生成する工程と、
　第二のオーディオ信号出力チャネル（１５）を該リア信号オーディオチャネルの結合に
基づいて生成する工程と、
　人の聴力の心理音響モデルに基づいて、結合されたサウンド信号に対する音量および定
位を決定する工程であって、該結合されたサウンド信号は、該第一のオーディオ信号出力
チャネル（１４）および該第二のオーディオ信号出力チャネル（１５）を含み、該音量お
よび該定位は、該フロントと該リアラウドスピーカー（２００）との間に配置された仮想
ユーザー（３０）に対して決定され、該フロントと該リアラウドスピーカー（２００）は
、該フロントラウドスピーカー（２００－１～２００－３）からの該第一のオーディオ信
号チャネル（１４）と、該リアラウドスピーカー（２００－４、２００－５）からの該第
二のオーディオ信号チャネル（１５）とを該仮想ユーザーの規定された頭の位置で受信し
、該規定された頭の位置において、該仮想ユーザーの片耳は、該フロントまたはリアラウ
ドスピーカーのうちの１つの方へ方向付けられ、他方の耳は、該フロントまたはリアラウ
ドスピーカーの他方の方へ方向付けられる、工程と、
　該入力サラウンドサウンド信号（１０．１～１０．５）の信号チャネルを該決定された
音量および定位に基づいて、第一および第二のオーディオ信号出力チャネルが該規定され
た頭の位置を有する該仮想ユーザーに出力された場合、該オーディオ信号が空間的に一定
であると該仮想ユーザーによって知覚されるような態様で適合する工程と
　を含む、方法。
（項目２）
　上記音量および上記定位は、上記フロントラウドスピーカーに対面している上記仮想ユ
ーザー（３０）がその頭を約９０度振り向け、その結果、該仮想ユーザーの片耳が上記第
一のオーディオ信号出力チャネル（１４）を上記フロントラウドスピーカー（２００－１
～２００－３）から受け取り、他方の耳は、上記第二のオーディオ信号出力チャネル（１



(9) JP 2012-205302 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

５）を上記リアラウドスピーカー（２００－４、２００－５）から受け取る状況をシミュ
レーションすることと、該受け取られたオーディオ信号の側方定位を該両耳に対して該受
け取られたサウンド信号の受け取りにおける差異を考慮に入れて決定することとによって
決定され、該フロントおよび／またはリアオーディオ信号チャネルは、該側方定位が上記
入力サラウンドサウンド信号の異なる音圧に対して実質的に一定なままであるような態様
で適合されている、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目３）
　上記第一および上記第二のオーディオ信号チャネル（１４、１５）が生成される前に両
耳室内インパルス応答を上記フロントおよびリアオーディオ信号出力チャネル（１０．１
～１０．５）の各々に対して適用する工程であって、該フロントおよびリアオーディオ信
号チャネル（１０．１～１０．５）の各々に対する該両耳室内インパルス応答は、上記仮
想ユーザー（３０）に対して決定され、該仮想ユーザー（３０）は、上記規定された頭の
位置を有し、オーディオ信号を対応するラウドスピーカーから受け取る、工程をさらに含
む、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目４）
　上記音量および上記定位は、上記サラウンドサウンド信号の異なる周波数帯に対して決
定され、平均音量および平均定位は、該異なる周波数帯の音量および定位に基づいて決定
され、該サラウンドサウンド信号の上記フロントおよび上記リアオーディオ信号チャネル
は、該決定された平均音量および平均定位に基づいて適合されている、上記項目のいずれ
かに記載の方法。
（項目５）
　第一の両耳室内インパルス応答は、上記規定された頭の位置に対して決定され、該規定
された頭の位置において、上記仮想ユーザーの片耳は、上記フロントまたはリアラウドス
ピーカーのうちの１つの方に方向付けられ、他方の耳は、該フロントまたはリアラウドス
ピーカーの他方の方に方向付けられ、第二の両耳室内インパルス応答は、さらなる頭の位
置に対して決定され、該さらなる頭の位置において、該仮想ユーザーの頭は、該規定され
た頭の位置に比較して１８０°振り向けられ、平均両耳室内インパルス応答は、該第一お
よび第二の両耳室内インパルス応答に基づいて決定され、上記フロントおよびリアオーデ
ィオ信号チャネルに適用される、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目６）
　両耳インパルス応答は、上記サラウンドサウンド信号（１０．１～１０．５）の各信号
チャネルおよび上記対応するラウドスピーカーに対して決定され、上記第一のオーディオ
信号出力チャネル（１４）は、上記対応する両耳室内インパルス応答が各フロントオーデ
ィオ信号チャネルに適用された後に該フロントオーディオ信号チャネルを結合することに
よって生成され、上記第二のオーディオ信号出力チャネル（１５）は、該対応する両耳室
内インパルス応答が各リアオーディオ信号チャネルに適用された後に該リアオーディオ信
号チャネルを結合することによって生成される、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目７）
　上記フロント信号オーディオチャネルの利得および／または上記リア信号オーディオチ
ャネルの利得は、上記結合されたサウンド信号の側方定位が実質的に一定であるような態
様で調節される、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目８）
　空間的に平衡化された出力サラウンドサウンド信号を生成するために、入力サラウンド
サウンド信号を修正するシステムであって、該空間的に平衡化された出力サラウンドサウ
ンド信号は、該サラウンドサウンド信号の異なる音圧に対して空間的に一定であるとユー
ザーによって知覚され、該入力サラウンドサウンド信号は、フロントラウドスピーカー（
２００－１～２００－３）によって出力されるフロントオーディオ信号チャネル（１０．
１～１０．３）と、リアラウドスピーカーによって出力されるリア信号オーディオチャネ
ルとを含み、
　該システムは、
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　オーディオ信号コンバイナ（１３０）であって、該オーディオ信号コンバイナ（１３０
）は、第一のオーディオ信号出力チャネル（１４）を該フロントオーディオ信号チャネル
の結合に基づいて生成するように構成されており、第二のオーディオ信号出力チャネル（
１５）を該リア信号オーディオチャネルの結合に基づいて生成するように構成されている
、オーディオ信号コンバイナ（１３０）と、
　オーディオ信号処理ユニット（１４０）であって、該オーディオ信号処理ユニット（１
４０）は、人の聴力の心理音響モデルに基づいて、結合されたサウンド信号に対する音量
および定位を決定するように構成されており、該結合されたサウンド信号は、該第一のオ
ーディオ信号出力チャネル（１４）および該第二のオーディオ信号出力チャネル（１５）
を含み、該オーディオ信号処理ユニット（１４０）は、該音量および定位を該フロントと
該リアラウドスピーカーとの間に配置された仮想ユーザー（３０）を用いて決定し、該フ
ロントと該リアラウドスピーカーは、該フロントラウドスピーカーからの該第一のオーデ
ィオ信号出力チャネルと、該リアラウドスピーカーからの該第二のオーディオ信号チャネ
ルとを受け取り、該仮想ユーザーは、規定された頭の位置を有し、該規定された頭の位置
において、該仮想ユーザーの片耳は、該フロントまたはリアラウドスピーカーのうちの１
つの方に方向付けられ、他方の耳は、該フロントまたはリアラウドスピーカーの他方の方
に方向付けられる、オーディオ信号処理ユニット（１４０）と、
　利得適合ユニット（１１０、１２０）であって、該利得適合ユニット（１１０、１２０
）は、該入力サラウンドサウンドの該フロントおよびリアオーディオ信号チャネルの利得
を該決定された音量および定位に基づいて、該第一および第二のオーディオ信号チャネル
（１４、１５）が該規定された頭の位置を有する該仮想ユーザーに出力された場合、該オ
ーディオ信号は、空間的に一定であると該仮想ユーザーによって知覚されるような態様で
適合する、利得適合ユニット（１１０、１２０）と
　を含む、システム。
（項目９）
　上記オーディオ信号処理ユニット（１４０）は、上記音量および上記定位を、上記フロ
ントラウドスピーカー（２００－１～２００－３）に対面している上記仮想ユーザーがそ
の頭を約９０度振り向け、その結果、該仮想ユーザーの片耳は、上記第一のオーディオ信
号出力チャネルを該フロントラウドスピーカーから受け取り、他方の耳は、上記第二のオ
ーディオ信号出力チャネルを上記リアラウドスピーカーから受け取る状況をシミュレーシ
ョンすることと、該受け取られたオーディオ信号の側方定位を、該両耳に対して該受け取
られたサウンド信号の受け取りにおける差異を考慮に入れて決定することとによって決定
するように構成されており、上記利得適合ユニットは、該フロントおよび／リアオーディ
オ信号チャネルを、該側方定位が上記入力サラウンドサウンド信号の異なる音圧に対して
実質的に一定なままであるような態様で適合する、上記項目のいずれかに記載のシステム
。
（項目１０）
　上記オーディオ信号コンバイナ（１３０）は、両耳室内インパルス応答を上記フロント
およびリアオーディオ信号チャネルの各々に、上記第一および上記第二のオーディオ信号
出力チャネルを生成する前に適用するように構成されており、該フロントおよびリア信号
チャネルの各々に対する該両耳室内インパルス応答は、上記仮想ユーザーに対して決定さ
れ、該仮想ユーザーは、上記規定された頭の位置を有し、オーディオ信号を対応するラウ
ドスピーカーから受け取る、上記項目のいずれかに記載のシステム。
（項目１１）
　上記オーディオ信号コンバイナ（１３０）は、各ラウドスピーカーに対して決定された
両耳室内インパルス応答を用い、上記対応する両耳室内インパルス応答を各フロントオー
ディオ信号チャネルに適用した後に該フロントオーディオ信号チャネルを上記第一のオー
ディオ信号出力チャネル（１４）に結合するように構成されており、上記リアオーディオ
信号チャネルを結合するように構成されていることによって、該対応する両耳室内インパ
ルス応答を各リアオーディオ信号チャネルに適用した後に上記第二のオーディオ信号出力
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チャネル（１５）を生成する、上記項目のいずれかに記載のシステム。
（項目１２）
　上記オーディオ信号処理ユニット（１４０）は、上記サラウンドサウンド信号を複数の
周波数帯に分割することと、上記音量および定位を該異なる周波数帯に対して決定するこ
ととを行うように構成されており、該オーディオ信号処理ユニットは、平均音量および平
均定位を該異なる周波数帯の音量および定位に基づいて決定し、上記利得適合ユニットは
、上記フロントおよびリアオーディオ信号チャネルを該決定された平均音量および平均定
位に基づいて適合する、上記項目のいずれかに記載のシステム。
（項目１３）
　上記オーディオ信号コンバイナ（１３０）は、第一および第二の両耳インパルス応答に
基づいて決定された平均両耳インパルス応答を用い、該第一の両耳インパルス応答は、上
記規定された頭の位置に対して決定され、該規定された頭の位置において、上記仮想ユー
ザーの片耳は、上記フロントまたはリアラウドスピーカーのうちの１つの方に方向付けら
れ、他方の耳は、該フロントまたはリアラウドスピーカーの他方の方に方向付けられ、該
第二の両耳インパルス応答は、さらなる頭の位置に対して決定され、該さらなる頭の位置
において、該仮想ユーザーの頭は、該規定された頭の位置に比較して１８０°振り向けら
れ、上記オーディオ信号処理ユニットは、上記第一のオーディオ信号チャネルが結合され
、上記第一のオーディオ信号を形成し、上記リアオーディオ信号チャネルが結合され、上
記第二のオーディオ信号を形成する前に、上記オーディオ信号チャネルの各々に対して、
上記対応する平均両耳インパルス応答を上記対応するオーディオ信号チャネルに適用する
、上記項目のいずれかに記載のシステム。
【００１８】
　（摘要）
　発明は、空間的に平衡化された出力サラウンドサウンド信号を生成するために、入力サ
ラウンドサウンド信号を修正する方法に関する。空間的に平衡化された出力サラウンドサ
ウンド信号は、サラウンドサウンド信号の異なる音圧に対して空間的に一定であるとユー
ザーによって知覚される。入力サラウンドサウンド信号は、フロントラウドスピーカー（
２００－１～２００－３）によって出力されるフロントオーディオ信号チャネル（１０．
１～１０．３）と、リアラウドスピーカーによって出力されるリアオーディオ信号チャネ
ル（１０．４、１０．５）とを含む。
【００１９】
　方法は、
　第一のオーディオ信号出力チャネル（１４）をフロント信号オーディオチャネルの結合
に基づいて生成する工程と、
　第二のオーディオ信号出力チャネル（１５）をリア信号オーディオチャネルの結合に基
づいて生成する工程と、
　人の聴力の心理音響モデルに基づいて、結合されたサウンド信号に対して音量および定
位を決定する工程であって、結合されたサウンド信号は、第一のオーディオ信号出力チャ
ネル（１４）および第二のオーディオ信号出力チャネル（１５）を含み、音量および定位
は、フロントとリアラウドスピーカー（２００）との間に配置された仮想ユーザー（３０
）に対して決定され、仮想ユーザー（３０）は、規定された仮想ユーザーの頭の位置によ
ってフロントラウドスピーカー（２００－１～２００－３）からの第一の信号（１４）と
、リアラウドスピーカー（２００－４、２００－５）からの第二のオーディオ信号（１５
）とを受け取り、規定された頭の位置において、仮想ユーザーの片耳はフロントまたはリ
アラウドスピーカーのうちの１つの方に方向付けられ、他方の耳はフロントまたはリアラ
ウドスピーカーの他方の方に方向付けられる、工程と、
　フロントおよび／またはリアオーディオ信号チャネル（１０．１～１０．５）を、決定
された音量および定位に基づいて、第一および第二のオーディオ信号出力チャネルが、規
定された頭の位置を有する仮想ユーザーに出力された場合、オーディオ信号は空間的に一
定であると仮想ユーザーによって知覚されるような態様で適合する工程と
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　を含む。
【００２０】
　発明は、添付の図面を参照してさらに詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は、サラウンドサウンド信号の利得を適合するシステムの概略図を示す。
【図２】図２は、結合されたサウンド信号の決定された側方定位を概略的に示す。
【図３】図３は、異なる両耳室内インパルス応答の決定を説明する概略図を示す。
【図４】図４は、空間的に平衡化されたサウンド信号を出力することを可能にするオーデ
ィオ信号処理工程を含むフローチャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　（詳細な説明）
　図１は、マルチチャネルオーディオ信号が異なる全体の音圧レベルで出力されることを
可能にし、一定の空間的釣合いを維持する概略図を示す。
【００２３】
　図１において示される実施形態において、オーディオサウンド信号は、５．１サウンド
信号であるが、７．１サウンド信号でもあり得る。オーディオサウンド信号の異なるチャ
ネル１０．１～１０．５は、デジタルシグナルプロセッサまたはＤＳＰ１００に送信され
る。サウンド信号は、サラウンドサウンドシステムの異なるラウドスピーカー２００に専
用の異なるオーディオ信号チャネルを含む。示される実施形態において、１つのラウドス
ピーカー（サウンド信号がこのラウドスピーカーを介して出力される）のみが示される。
しかし、各サラウンドサウンド入力信号チャネル１０．１～１０．５に対して、ラウドス
ピーカーが提供され、このラウドスピーカーを通して、サラウンドサウンド信号の対応す
る信号チャネルが出力されることを理解されたい。５．１オーディオシステムにおいて、
３つのオーディオチャネル（示される実施形態において、チャネル１０．１～１０．３）
は、図３において示されるフロントラウドスピーカーに方向付けられている。サラウンド
サウンド信号のうちの１つは、フロントレフトラウドスピーカー２００－１によって出力
され、他のフロントオーディオ信号チャネルは、センターラウドスピーカー２００－２に
よって出力され、第三のフロントオーディオ信号チャネルは、ライト２００－３のフロン
トラウドスピーカーによって出力される。２つのリアオーディオ信号チャネル１０．４お
よび１０．５は、レフトリアラウドスピーカー２００－４およびライトリアラウドスピー
カー２００－５によって出力される。
【００２４】
　図１を参照し直すと、サラウンドサウンド信号チャネルは、利得適合ユニット１１０お
よび１２０に送信される。利得適合ユニット１１０および１２０は、後にさらに詳細に説
明され、空間的に一定で、焦点の合ったオーディオ信号知覚を得るために、サラウンドサ
ウンド信号の利得を適合する。さらに、オーディオ信号コンバイナ１３０が提供される。
信号コンバイナ１３０において、仮想ユーザーに対する方向情報がオーディオ信号チャネ
ルに重ねられる。オーディオ信号コンバイナ１３０において、両耳室内インパルス応答が
各信号チャネルに対して決定され、対応するラウドスピーカーがサラウンドサウンド信号
の対応するオーディオ信号チャネルに適用される。
【００２５】
　図３に関連して、規定された頭の位置を有する仮想ユーザー３０が信号を異なるラウド
スピーカーから受け取るという状況が示される。図３において示されるラウドスピーカー
の各々に対して、信号は、例えば、乗り物の中または他の場所（例えば、劇場の中）とい
った本発明が適用されるべき室内において放出され、両耳室内インパルス応答が各サラウ
ンドサウンド信号チャネルおよび各ラウドスピーカーに対して決定される。例として、フ
ロントレフトラウドスピーカー専用であるフロントオーディオ信号チャネルに対して、信
号は、室内を通り伝搬し、ユーザー３０の両耳によって検知される。インパルスオーディ



(13) JP 2012-205302 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

オ信号に対する検知されたインパルス応答は、左耳および右耳に対する両耳室内インパル
ス応答であり、その結果、２つのＢＲＩＲが各ラウドスピーカー（ここでは、ＢＲＩＲ１
およびＢＲＩＲ２）に対して決定される。加えて、他のラウドスピーカー２００－２～２
００－５に対するＢＲＩＲは、ユーザーの片耳がフロントラウドスピーカーに対面し、他
方の耳がリアラウドスピーカーに対面して示される頭の位置を有する仮想ユーザーを用い
て決定される。各オーディオ信号チャネルに対するこれらのＢＲＩＲおよび対応するラウ
ドスピーカーは、例えば、マイクロフォンを耳に装着したダミーの頭を用いて決定され得
る。次いで、決定されたＢＲＩＲは、図１において示される信号コンバイナ１３０に格納
され得、ここで、各オーディオ信号チャネルに対する２つのＢＲＩＲは、利得適合ユニッ
ト１１０および１２０から受信された対応するオーディオ信号チャネルに適用される。示
される実施形態において、オーディオ信号は、５つのサラウンドサウンド信号チャネルを
有するので、５対のＢＲＩＲが対応するユニット１３１－１～１３１－５において用いら
れる。さらに、図３において示される頭の位置（９０°頭の回転）に対してＢＲＩＲを測
定することと、反対の方向を見ているユーザー（２７０°）に対してＢＲＩＲを測定する
こととによって、平均ＢＲＩＲが決定され得る。９０°および２７０°に対するＢＲＩＲ
に基づいて、平均ＢＲＩＲが各耳に対して決定され得る。
【００２６】
　図３において示される状況で得られたＢＲＩＲを適用することによって、ユーザーが頭
を１つの側面に向けたかのように、状況がシミュレーションされる。ユニット１３１－１
～１３１－５におけるＢＲＩＲを適用した後で、異なるサラウンドサウンド信号チャネル
は、各サラウンドサウンド信号チャネルに対する利得適合ユニット１３２－１、１３２－
５によって適合される。フロントチャネルオーディオ信号が加算器１３３に加えられるこ
とによって、第一のオーディオ信号出力チャネル１４に結合されるような態様で、ＢＲＩ
Ｒが適用されたサウンド信号が次いで結合される。次いで、リアラウドスピーカーに対す
るサラウンドサウンド信号チャネルは、加算器１３４に加えられることによって第二のオ
ーディオ信号出力チャネル１５を生成する。
【００２７】
　次いで、第一のオーディオ信号出力チャネル１４および第二のオーディオ信号出力チャ
ネル１５は、結合されたサウンド信号を構築する。結合されたサウンド信号は、オーディ
オ信号処理ユニット１４０によって用いられ、結合されたオーディオ信号の音量および定
位を人の聴力の心理音響モデルに基づいて決定する。信号の音量および定位がオーディオ
信号コンバイナからどのように受け取られるか、というさらなる詳細は、Ｗ．Ｈｅｓｓ：
「Ｔｉｍｅ　Ｖａｒｉａｎｔ　Ｂｉｎａｕｒａｌ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ　Ｃｈａｒａｃｔｅ
ｒｉｓｔｉｃｓ　ａｓ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｏｆ　Ａｕｄｉｔｏｒｙ　Ｓｐａｔｉａｌ
　Ａｔｔｒｉｂｕｔｅｓ」において説明される。図１において示される構成要素は、ハー
ドウェアまたはソフトウェアならびにハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせによ
って組み込まれ得る。
【００２８】
　決定された音量および定位に基づいて、図３において示される位置の仮想ユーザーによ
って知覚されたサウンド信号の側方定位を推定することが可能である。そのような計算さ
れた側方定位の例は、図２において示される。例は、信号ピークが中心（０°）のユーザ
ーによって知覚されるか否か、もしくは右側または左側のどちらからより生じていると知
覚されるかを示す。図３において示されるユーザーに適用すると、このことは、サウンド
信号が右側からより生じていると知覚された場合、フロントラウドスピーカー２００－１
～２００－３は、リアラウドスピーカーより高いサウンド信号レベルを出力していると思
われるということを意味する。信号が左側から生じていると知覚された場合、リアラウド
スピーカー２００－４および２００－５は、フロントラウドスピーカーと比較して、より
高いサウンド信号レベルを出力していると思われる。信号ピークが約０°で定位された場
合、サラウンドサウンド信号は、空間的に平衡化される。
【００２９】



(14) JP 2012-205302 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

　オーディオ信号処理ユニット１４０によって決定された側方定位は、利得適合ユニット
１１０および／または利得適合ユニット１２０にフィードされる。次いで、入力サラウン
ドサウンド信号の利得は、側方定位が図２に示されるような中心に動かされるような態様
で適合される。このために、フロントオーディオ信号チャネルの利得またはリアオーディ
オ信号チャネルの利得の一方が適合され得る。別の実施形態において、フロントオーディ
オ信号チャネルまたはリアオーディオ信号チャネルの一方における利得が増やされ得、一
方で、フロントおよびリアオーディオ信号チャネルの他方において減らされる。連続した
ブロックに分割されるオーディオ信号が適合されるように、利得適合は行われ得る。連続
したブロックに分割されるオーディオ信号は、各ブロックの利得が信号レベルを増やすか
、または信号レベルを減らすように適合され得るような態様で適合される。２つの連続す
るブロック間で下降する音量または増える音量を説明する上昇時間定数または下降時間定
数を用いて、信号レベルを増やすまたは減らす１つの可能性は、出願番号第ＥＰ　１０　
１５６　４０９．４号を有する欧州特許出願において説明される。
【００３０】
　図１において示されるオーディオ処理工程に対して、サラウンドサウンド入力信号は、
異なるスペクトル成分に分割され得る。図１において示される処理工程は、各スペクトル
帯に対して行なわれ得、最終的には、平均側方定位が、異なる周波数帯に対して決定され
た側方定位に基づいて決定され得る。
【００３１】
　さまざまな信号圧力を有する入力サラウンド信号が受信された場合、利得は、利得適合
ユニット１１０または１２０によって、平衡化された空間性が得られるような態様で適合
され得、側方定位が図２において示される中心において一定なままであることを意味する
。したがって、受信された信号圧力レベルから独立して、一定な知覚されたオーディオ信
号の空間的釣合いとなる。
【００３２】
　この空間的に釣合いのとれたオーディオ信号を得るために行われる方法は、図４におい
て要約される。方法は、工程Ｓ１および工程Ｓ２において始まり、手より下で決定された
両耳室内インパルス応答が、対応するサラウンドサウンド信号チャネルに適用される。工
程Ｓ３において、ＢＲＩＲの適用の後、フロントオーディオ信号チャネルが結合され、加
算器１３３を用いて第一のオーディオ信号チャネル１４を生成する。工程Ｓ４において、
リアオーディオ信号チャネルが結合され、加算器１３４を用いて第二のオーディオ信号チ
ャネル１５を生成する。信号１４および１５に基づいて、音量および定位が工程Ｓ５にお
いて決定される。次いで、工程Ｓ６において、サウンドがセンターで知覚されるか否かが
決定される。知覚されない場合、サラウンドサウンド信号入力チャネルの利得は、工程Ｓ
７において適合され、工程Ｓ２～Ｓ５が繰り返される。工程Ｓ６において、サウンドがセ
ンターにあることが決定された場合、サウンドは、工程Ｓ８において出力され、方法は、
工程Ｓ９において終了する。
【００３３】
　以下で、人の聴力の心理音響モデルに基づいた音量および定位の計算がより詳細に説明
される。人の聴力の心理音響モデルは、耳の生理学的モデルを用い、サウンドソースから
放出され、人によって検知されるサウンド信号に対する信号処理をシミュレーションする
。この文脈において、室内、外耳および内耳を通るサウンド信号の信号経路がシミュレー
ションされる。信号経路は、信号処理を用いてシミュレーションされ得る。この文脈にお
いて、空間的に一定の距離を置かれて設計された２つのマイクロフォンを用いることが可
能であり、結果として生理学的モデルによって処理される２つのオーディオチャネルとな
る。２つのマイクロフォンが、外耳の複製を有するダミーの頭の右耳および左耳に位置決
めされた場合、マイクロフォンによって受信された信号は、ダミーの頭の外耳を通過して
しまっているので、外耳のシミュレーションは省略され得る。この文脈において、例えば
、両耳活性パターンＢＡＰ、両耳間時間差ＩＴＤおよび両耳間レベル差ＩＬＤといった、
対象となる多数の心理音響現象を予測し得るために十分正確な聴覚経路をシミュレーショ
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ンすれば十分である。上の値に基づいて、両耳活性パターンが計算され得る。次いで、パ
ターンは、位置情報、時間遅延およびサウンドレベルを決定するために用いられ得る。音
量は、計算された信号レベルまたは強度に基づいて決定され得る。どのように音量が計算
されるのか、および信号は、人の聴力の心理音響モデルを用いてどのように定位されるの
かのさらなる詳細のために、第ＥＰ　１　５２２　８６８　Ａ１号に対しても参照がなさ
れ、これは、本願に全体が援用される。
【００３４】
　発明は、信号圧力レベルが変わった場合でも、空間的に一定であるとユーザーによって
知覚される空間的に平衡化されたサウンド信号を生成することを可能にする。

【図１】 【図２】



(16) JP 2012-205302 A 2012.10.22

【図３】 【図４】
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